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八木・宇田アンテナの実験装置
八木・宇田アンテナは、世界中の家々でテレビ放送の受信用として最も広く用いられているアンテナとして有名です。
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研究所のシンボルマークにも使われています。　▶http://www.riec.tohoku.ac.jp/ja/introduction/antenna/
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News News

巻頭
特集

科学研究費補助金 基盤研究（S）
脳型コンピューティング向け
ダーク・シリコンロジックLSIの基盤技術開発

羽 生 貴 弘

1．はじめに
　近年、人間の脳のような（ある応用では人間の脳機能を凌駕す
るような）高度な認識・学習を実現する新型コンピューティング

（つまり、脳型コンピューティング）に関する研究開発が盛んに
なっています。その典型例が 2014 年 8 月、米国 IBM 社が発表
した脳型コンピューティング LSI 「True North」 です。人間の脳
と従来型コンピュータ（例えば、スーパーコンピュータ；略して、
スパコン）の決定的な違いはその電力消費効率です。人間の脳で
実行しているような高度な認識・学習は、スパコンでも実行可能
ですが、スパコンによる同等の処理では電力消費が百万倍以上

（106～107 倍程度以上）必要となってしまいます。True North
の貢献は、人間の脳型コンピューティング方式を真似ることで、
実時間で物体認識等を実行するのに必要な電力消費を大幅に低減
した点です。脳型コンピューティングでは本質的に非同期式制御
が利用されていることが知られており、True North ではこの非
同期式制御を駆使しています。 
　一方、ナノスケールレベルに至る材料・デバイスの微細加工技
術の進展に伴い、VLSI チップの高性能化が達成された反面、電力
消費は増大の一途を辿っています。特に、待機時電力（静的消費電
力）の増大は著しく、2007 年には、動的消費電力と同程度まで
達しています。非同期式制御に基づく脳型コンピューティングに
おいても、実用規模のシステムを構築するためには、この問題を
非同期式制御の長所を生かした形で解決する必要があります。こ
の消費電力増大問題に対して、材料・デバイス技術に依存しない
低消費電力化手法として 「パワーゲーティング」 技術が知られてい
ます。パワーゲーティングでは、非稼働部の電源電圧を遮断する

ため電源電圧から
グランドに至る電
流リークパスが無
くなり、本質的な
待機時電力の低減
が可能となります。
そのため、現在の
半導体集積回路・
システムでは、パ
ワーゲーティング
手法を積極的に利
用する試みがなさ

れています。その典型例として、ダークシリコン（Dark Silicon; 
M. B. Taylor, DAC 2012）があります。ダークシリコンでは、
VLSI チップ内の稼働部位を動的に変更し、エネルギー消費最小化
を図っています。そこで、実用規模の脳型コンピューティングシ
ステムを実現するためには、実稼動部分に限定した局所ハードウェ
ア部分のみで電力を消費する、極細粒度パワーゲーティングの実
現が不可欠であるという考えに至りました。 
　本研究では、脳内情報処理で本質的に利用されている非同期式
制御に着目し、それにダークシリコン・アーキテクチャを積極的
に活用します。これにより、パワーゲーティング機能に適する非
同期式回路構造とその動作原理を構築し、実用的脳型コンピュー
ティング実現への可能性を開こうとするものです。本研究課題は、
2016 年度科学研究費補助金・基盤研究（S）に採択され、2020
年度までの 5 ヶ年計画で、脳型コンピューティング向けダークシ
リコン・ロジック LSI 基盤技術の開発を実施します。 

２． 実用的脳型コンピューティング実現に向けた極細
粒度パワーゲーティング回路技術

　本研究では、実際に処理を実行している局所部分のみで電力を
消費する極細粒度パワーゲーティング機能を、非同期式回路構造
に持たせるために、その動作原理を明らかにすると共に、MTJ

（Magnetic Tunnel Junction）素子に基づく回路実現と、試作
チップによる実証を行います。また、脳型コンピューティングへ
の応用例として、開発した試作チップによる視覚情報処理システ
ムの構成と評価を行います。これを実現するために、下記のよう
な基本的アイデアを具体化する予定です： 

（1）非同期式論理回路の一方式として、シングルトラック非同期
回路方式（M. Ferretti, PhD thesis at Univ. of Southern 
California, USA, 2004 年 8 月）が知られています。この
方式は、一本の信号線の両端に接続されたゲートの入力側と
出力側から、当該信号線をドライブすることで、要求・応答
信号を双方向に伝搬させるというアナログ的な動作をすると
いう特徴を持ちます。そのため、人間の脳内のニューロンの
モデル化に、より適している回路方式と考えられます。この
方式では、原理的に各ゲートに超小型記憶素子を持ちます。
これを不揮発記憶素子に置き換え、適切に制御することで、
動作中の回路を任意の時点でパワーオン・オフすることが可

能となります。不揮発記憶素子としては、書込み遅延・電力、
書込み回数、CMOS 親和性を考慮し、磁気トンネル接合

（MTJ）素子を使用する予定です。この場合、不揮発記憶素
子は CMOS 直上に形成できるので、記憶機能を分散化配置
しても回路オーバーヘッドは極めて少ない形で実装できます

（図 1 参照）。このようなアプローチにより、パワーゲーティ
ング機能を付与した新しい非同期式基本ゲートを考案し、集
積回路上で実証する予定です。 

（2）脳型コンピュータの具体的事例として、視覚情報処理の例を
取り上げ、その基本回路実現を行い、原理動作を実証する予
定です。本研究で使用予定のストカスティック演算では、基
本論理演算子のみで脳型視覚処理に必要な複雑な算術演算が
記述できる（IEEE Signal Proc. Letters, 2015 掲載済）た
め、上記提案手法の実証に適していると考えられます。 

　上記の方針に基づき、2016 年度は、ハードウェアコストが少
なく、かつ完全非同期制御（遅延仮定不要）が可能な非同期基本
論理ゲートの典型例として、シングルトラック回路の不揮発化を
試みました。シングルトラック回路には、非同期制御を実行する
ため、演算機能に加え、状態記憶（トークン）機能が内蔵されて
います。この内部状態と出力側の状態（出力クリア検出部）によ
り、入力信号をリセット（次の入力信号の取り込み準備）し、自律
的（かつ非同期的）に演算を実行する仕組みです。 
　図 2 は提案のパワーゲーティング機能付きダークシリコン非同
期基本ゲートの構成例です。パワーゲーティング機能を付与する
ためには、状態記憶回路部に内蔵する記憶機能を不揮発化する、
つまり不揮発記憶素子（Nonvolatile storage device; NVD）を
用いて実現すれば可能となります。加えて、外部からのパワーゲー
ティング実行命令（Poff_req）を受け付けた際、電源電圧をオフ
にする制御信号（Poff_ctrl）を誤動作することなく（トークンを
正しく制御して）生成するため、調停器を付与しています。この
ように、2016 年度はダークシリコン非同期基本ゲートを開発し、
その研究成果は、非同期式回路とシステム実現に関する世界最高
峰の国際会議 ASYNC2017（5 月、米国 サンディエゴ）におい
て発表しました。

３．おわりに
　本研究開発については、非同期式制御に基づく大規模システム
の設計・実装を取り組んだ経験（JST-CREST 「ディペンダブル
ネットワークオンチッププラットフォームの構築」、H20 ～
H25；研究代表者：米田友洋氏）を有する国内有数の研究者であ
る米田氏（国立情報学研究所・教授）＆今井氏（弘前大学・教授）
を研究分担者として推進します（図 3 参照）。本研究推進で得ら
れた知見を基本ゲート設計に適宜フィードバックすることで、提
案する非同期基本ゲートおよびそのロジック LSI 設計上の改良点
を詳細に詰めることが可能になります。また MTJ 素子を用いた
チップ試作のため、本学国際集積エレクトロニクスセンターの協
力（研究分担者・池田教授、村口准教授）の下、実施する予定です。 
　このような研究実施体制の下、実用的規模の脳型コンピュー
ティング LSI 実現に向けた基盤技術の研究開発に取り組んで参り
ます。 

教授

図 1　提案のダークシリコン・ロジック LSI の実現
イメージ

図 2　提案のダークシリコン非同期基本ゲートの基本構成原理

図 3　研究実施体制



　工作部は、所内研究室からの製作依頼
に基づき実験機器の設計・製作を行なって
おります。ステンレス・アルミ・銅といった金
属加工がやはり多いですが、最近はテフロ
ン・アクリルのような樹脂材の加工も多くなっ
ており、所望形状も年々複雑になってきてい
るというのが特徴的なところだと思います。
工作部工場に設備されている工作機械は旋
盤、フライス盤、溶接機等で、基本的にい
ずれも手動で操作する汎用機です。最新
鋭というわけではありませんが、大変快適に
使っており、依頼される全ての製作案件に
対応できております。
　また、工作機械を利用してもらうこともでき
ます。利用の前には必ず利用講習会を受講
してもらうなど安全面のサポートにも力を入れ
ています。必要や要望に応じてマンツーマン
で手引きを実施しておりますので、機械工作
が初めてという教職員・学生でも利用できま

す。外来利用者用の工作
機械も同様に汎用機で、
旋盤、フライス盤が設備さ
れています。若干小型で
すので工作物の大きさは限
られますが、性能的には問
題はありません。また、穴
あけ、曲げる、叩く、切る
などの基本的で単純な工
作の際にも、設備してある、
ボール盤、作業定番、万力、
コンターマシン、シャーなど
が非常に重宝いたします。
こちらのような簡単な器具の使い方等に関し
ても、丁寧にお手伝いするというかたちでサ
ポートしております。
　最後に、技術職員の世代交代に伴って
若年化が進んでおります。工作部にベテラ
ンの技術職員が在籍していたことは記憶に

新しいところです。当時と比べると技術力不
足や経験不足が否めませんが、業務の中
でのスキルアップは勿論、研修の機会も有
効に利用して、日々努力を重ねているところ
です。
 （末永 保）

　平野研究室では、薬物による副作用を正
確に検知できる新しいバイオセンサーの開発に
取り組んでいます。センサーチップは、ナノ・
スピン実験施設のクリーンルームで作製してい
ますが、測定時に用いる容器（テフロンチャン
バー）は、全て工作部に加工していただいて
います。このチャンバーは、図 1 のように2 つ
のブロックに分かれており、各ブロックの真ん
中には溶液槽があります。片方のブロックの側
面には窪みがあり、そこに微細加工したセン
サーチップを置き、もう一つのブロックで挟めば
測定容器の出来上がりです（図 2）。この容
器に測定溶液を入れて電極を置き、センサー
チップの中に、心臓の細胞膜を模倣した人工
細胞膜を形成すると、薬物副作用の中でも特
に重篤と言われる、副作用性不整脈の危険
性を検知できるセンサーを作ることができます。

初期の 2007 年頃は比較的シンプルだった
チャンバーも、最近は非常に複雑な構造に進
化しました。この進化を支えているのが工作
部の皆さんで、加工が難しいといわれるテフ
ロンから、複雑かつ精緻なチャンバーを生み
出して下さっています。一時、工作部への加
工依頼リストが平野研ばかりになってしまった
ため、外部業者にも加工の打診をしたことが
あったのですが、構造が複雑過ぎて機械加
工できないと断られてしまいました。機械加工
では作れないほどの難しい構造を、匠の技で

加工していただいていたのか、と工作部の技
術力の高さを改めて再認識させられた出来事
でした。このように精緻なテフロンチャンバーを
使って、私たちは、このセンサーを個人個人
の体質を反映した薬物副作用検出へと発展
させ、未来のテーラーメード医療の実現に役
立てたいと考えています。そのためには、製
作依頼するチャンバーもますます複雑になって
いくと思いますが、工作部の皆さん、これから
もどうぞよろしくお願いいたします。
 （平野 愛弓）
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共同研究施設訪問
INSIDE the Common Research Facilities

ユーザーコラム
User Column

図 1　測定用チャンバーの模式図 図 2　製作いただいたチャンバーの例

工作部利用者講習会の様子

研究基盤技術センター

工作部

News

TOPICS
電気通信研究所・トピックス

TOPICS1
平成 28 年度
共同プロジェクト研究発表会

TOPICS2 通研国際シンポジウム
「Ultra-realistic Acoustic Interactive Communication on 
 Next-generation Internet （ISURAC 2016）」開催報告

　電気通信研究所は、情報通信分野にお
ける唯一の全国共同利用・共同研究拠点
として、所内外の研究者とともに「共同プ
ロジェクト研究」を遂行しています。その成
果を報告・発信する平成 28 年度共同プロ
ジェクト研究発表会が、平成 29 年 2 月
23 日（木）に電気通信研究所本館にて開
催されました。これまでで最高の 187 名

（一般 91 名、学内 96 名）の参加を得て、
大変盛会でした。午前中のセッションでは、
大野所長による通研および共同プロジェク
ト研究事業の紹介と、「国際共同研究推進
型プロジェクト成果報告」3 件が行われまし

た。午後からは「組織間連携プロジェクト成
果報告」4 件、「若手プロジェクト成果報告」
3 件、ならびに「情報通信研究拠点プロジェ
クト成果報告（ポスター発表）」86 件が行
われ、いずれのセッションにおいても活発
な質疑応答と議論がありました。また、今
回より全ての口頭発表が英語で行われ、外
国人研究者の参加も増して国際性がより高
まりました。発表会終了後の「意見交換と
懇親の集い」では、和やかな雰囲気の中、
70 名を超える所内外の参加研究者による
意見交換・情報交換が行われ、「共同プロ
ジェクト研究」をますます発展させていく上

で大変有意義な催しとなりました。なお、
共同プロジェクト研究の応募手続きは、平
成 29 年度募集分よりWeb ベースでオン
ライン化され、応募者の利便性が高まりま
した。 （尾辻 泰一）

　通研国際シンポジウム（ISURAC 2016）
が宮城蔵王を会場として 2016 年 5 月
20日～21日に開催されました。このシン
ポジウムは、平成 23 年度に採択された
日本学術振興会日中韓フォーサイト事業

「次世代ネットワークにおける超臨場感音
響相互通信の実現」の最終セミナーとの
共催で開かれたものです。日中韓フォー
サイトは次世代を担う若手研究者の育成と
交流を目的としたもので、私たちの事業
では 5 年間にわたり今回のシンポジウム

を最終回として 12 回のセミ
ナーを重ねてきました。日中韓
3 か国に加え、ドイツとポーラ
ンド、オーストラリア、イギリス
を含め 7 カ国から音響情報通
信関連分野の第一線の研究者
と若手研究者 65 名が集まり、
真剣な討論が行われました。
　シンポジウムは、基調講演と招待講演、
若手研究者によるポスター発表と、計 3つ
のセッションに分けられ、基調講演は、ドイ
ツ、ポーランド、オーストラリアとイギリス
の研究者が、「Spatial sound perception 
& technology」と「Speech & music 
signal processing」に関する最新の研究
動向を示しました。招待講演には、国内の
研究者 7 名を招へいし、3 次元空間音響
と音声情報、および音楽情報に関する最新
の研究成果の紹介およびディスカッション

が行われました。ポスターセッションでは若
手研究者による32 件の研究発表が行わ
れ、国内外の専門家の審査により5 件の
優秀発表を選出し、表彰を行いました。
　今回のシンポジウムにより、日中韓フォー
サイトプロジェクト成果の更なる深化が実
現できました。また、国際的な広範囲の専
門家との相互交流と深い議論を通じて、周
辺技術の研究を行う世界規模の研究者と
の、より大きな共同研究への発展も充分に
見込まれるなど、有意義な国際会議となり
ました。 （鈴木 陽一）

News

工作部工場にて
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NewsNews

TOPICS3 通研国際シンポジウム
「Dependable Wireless Workshop 2016」開催報告

　本年 3月末をもちまして東北大学を退職する
ことになりました。1987 年 1月に宮城教育大学
より半導体工学分野の宮本信雄先生の研究室
に異動したのがついこの間のように思い起こされ
ます。異動した当時は、理学部物理の学生の
ときに学んだ原子核物理学や、就職後に携わっ
た固体物理学の分野に身をおいていた自分に
とって、半導体工学は全くの異分野に見え、こ
の分野でやっていけるのかと不安でした。しかし、
宮本先生をはじめ研究所の諸先生方や同僚の
皆様のご指導を頂き、また、半導体工学もその
根本は物理であり、物理がある程度分かれば
やっていけるだろうと自分を鼓舞しながら、何と
か 30 年間を無事に勤め上げることができまし
た。思えば、通研に異動した頃は、半導体工
学分野がまさに隆盛を極めた時期であります。
折しも、通研に超微細電子回路実験施設が新
設され、通研はまさに半導体研究の拠点となっ
ていました。そのような環境の中で、多くの刺激

を受けながら研究できたことは私にとって大変幸
運であり、また大きな財産となりました。しかし、
研究の流れは時と共に徐々に変わるものでありま
す。私が教授を拝命しました2000 年頃には半
導体集積回路工学は成熟期を迎えつつありまし
た。教授として一つの研究室を任せられ、その
先退職までの20 年間程をどのような研究を続け
るか、随分思いあぐねました。結果、半導体工
学を基盤とした有機エレクトロニクスとバイオエレ
クトロニクスをと思い、新しい異分野融合研究を
始めました。始めた頃はまさに手探りの状態でし
たが、化学や生物・医学分野の多くの研究者
のご指導を仰ぎながら、そして何度も壁にぶち
当たりながらも、わくわくする研究を楽しく行うこ
とができました。このように自由気儘に研究をや
らせて下さいました、通研という懐の深い研究
所に心より感謝致しますと共に、研究の多様性
を活かしながら、通研が今後益々発展しますこ
とを心より祈念致します。

教員人事異動について

　2016 年 11 月 9 日（水）、10 日（木）
の 2 日間にわたり通研本館にて通研国
際シンポジウム「Dependable Wireless 
Workshop 2016」が 開 催 されました。
IoT（Internet of Things）や第 5 世代
携帯電話システム（5G）、ならびにそれ以
降の時代において、より一層重要となるディ
ペンダビリティの高い無線通信ネットワーク
の実現のために、無線通信システムやその
関連技術について広く議論することを目的

として本ワークショップは企画さ
れ、電子情報通信学会スマート
無線研究専門委員会（SR 研）
にも協賛頂きました。
　初開催の今回は、2009 年
から通研と部局間協定を締結
している米国ラトガース大学
WINLAB（Wireless Information 
Network Laboratory）の研究
者 4 名と国内各大学（京都大
学、慶應義塾大学、電気通信大
学）の無線通信システム分野の
研究者 3 名をお招きし、さらに東北大学
の関連部局の研究者 5 名を加えた計 12 名
による講演が行われました。各研究者から
は、IoT や 5G を主なターゲットとし、ヘ
テロジニアスネットワーク技 術、D2D

（Device-to-Device）技術、スマートスペ
クトラム技術、非直交多元接続（NOMA：

Non-Orthogonal Multiple）技術、分散
アンテナ信号処理技術、ハードウェアセキュ
リティ技術、符号化技術など、各専門分野
の最新技術についての研究が発表されまし
た。参加者 32 名のアットホームな雰囲気
の中で、有意義な質疑応答が活発に行わ
れました。 （末松 憲治・亀田 卓）

庭野道夫 教授

●平成28年10月1日付け
◇昇任
①平野 愛弓 教授

旧所属：大学院医工学研究科 医工学専攻 准教授
新所属：人間情報システム研究部門 ナノ・バイオ融合

分子デバイス研究室 教授
②加納 剛史 准教授

旧所属：人間情報システム研究部門 実世界コンピュー
ティング研究室 助教

新所属：同 准教授
◇採用
①林 禎彰 助教

旧所属：人間情報システム研究部門 生体電磁情報研究室 
研究支援者

新所属：同 助教
●平成28年10月22日付け
◇採用
①KNAP Wojciech Maciej 客員教授

旧所属：仏国立科学中央研究所－モンペリエ第2大学 
チャールズクーロン研究所 主席研究員

新所属：ブロードバンド工学研究部門 ブロードバンド
通信基盤技術（客員）研究室 外国人研究員（客
員教授）

●平成28年11月1日付け
◇採用
①DIETL Tomasz Stanisław 客員教授

旧所属：ポーランド科学アカデミー物理学研究所 教授
新所属：情報デバイス研究部門 磁性デバイス（客員）研究室 

外国人研究員（客員教授）
●平成28年12月19日付け
◇採用
①LINDEMAN Robert William 客員教授

旧所属：カンタベリー大学 教授
新所属：人間情報システム研究部門 マルチモーダルコ

ンピューティング（客員）研究室 外国人研究員
（客員教授）

●平成29年2月2日付け
◇採用
①NG Wai Tung 客員教授

旧所属：トロント大学 教授
新所属：システム・ソフトウェア研究部門 情報社会構造

（客員）研究室 外国人研究員（客員教授）
●平成29年2月15日付け
◇採用
①WOLFRUM Bernhard Lars 客員准教授

旧所属：ミュンヘン工科大学 准教授
新所属：人間情報システム研究部門 マルチモーダルコン

ピューティング（客員）研究室 外国人研究員（客
員准教授）

●平成29年3月1日付け
◇採用
①ALTINSOY Mehmet Ercan 客員教授

旧所属：ドレスデン工科大学 教授
新所属：人間情報システム研究部門 マルチモーダルコン

ピューティング（客員）研究室 外国人研究員（客
員教授）

【平成28年度】
●平成28年6月1日付け
◇昇任
①本間 尚文 教授

旧所属：大学院情報科学研究科 情報基礎科学専攻 准教授
新所属：システム・ソフトウェア研究部門 環境調和型

セキュア情報システム研究室 教授
②上野 雄大 准教授

旧所属：システム・ソフトウェア研究部門 ソフトウェア
構成研究室 助教

新所属：同 准教授
●平成28年6月30日付け
◇辞職
①上出 寛子 助教

旧所属：人間情報システム研究部門 情報コンテンツ研究室 助教
②坂中 靖志 特任教授

旧所属：国際化推進室 特任教授
●平成28年7月1日付け
◇昇任
①山末 耕平 准教授

旧所属：情報デバイス研究部門 誘電ナノデバイス研究室 助教
新所属：同 准教授

●平成28年7月19日付け
◇採用
①塩崎 充博 特任教授

旧所属：総務省 総合通信基盤局付
新所属：国際化推進室 特任教授

●平成28年9月15日付け
◇採用
①曽 加蕙 准教授

旧所属：国立台湾大学 客員助教
新所属：人間情報システム研究部門 高次視覚情報システム

研究室 准教授
●平成28年9月30日付け
◇任期満了
①BOUBANGA TOMBET Stephane Albon 准教授

旧所属：ブロードバンド工学研究部門 超ブロードバンド
信号処理研究室 准教授

●平成29年3月31日付け
◇定年退職
①庭野 道夫 教授

旧所属：人間情報システム研究部門 ナノ分子デバイス
研究室 教授

◇任期満了
①馬 騰 助教

旧所属：人間情報システム研究部門 ナノ分子デバイス
研究室 助教

◇辞職
①中村 隆喜 准教授

旧所属：附属21世紀情報通信研究開発センター 研究開
発部 ストレージ分野 准教授

【平成29年度】
●平成29年４月1日付け
◇昇任
①阿部 和多加 准教授

旧所属：情報デバイス研究部門 物性機能設計研究室 助教
新所属：同 准教授

◇任用更新
①髙嶋 和毅 助教

所　属：人間情報システム研究部門 情報コンテンツ研究
室 助教

②大脇 大 助教
所　属：人間情報システム研究部門 実世界コンピュー

ティング研究室 助教
③高橋 秀幸 助教

所　属：システム・ソフトウェア研究部門 コミュニケー
ションネットワーク研究室 助教

④山岸 裕史 特任助教
所　属：情報デバイス研究部門 誘電ナノデバイス研究室 

特任助教
◇採用
①但木 大介 助教

旧所属：大学院医工学研究科 医工学専攻 産学官連携研究員
新所属：人間情報システム研究部門 ナノ・バイオ融合分

子デバイス研究室 助教
②SALVADOR CASTANEDA Cesar Daniel 特任助教

旧所属：人間情報システム研究部門 先端音情報システム
研究室 研究支援者

新所属：同 助教
●平成29年5月1日付け
◇採用
①GROSS Warren Jeffrey　客員教授

旧所属：マッギール大学 教授
新所属：システム・ソフトウェア研究部門 情報社会構造

（客員）研究室 外国人研究員（客員教授）

  

RIEC豆知識 20 マテリアルズ・インフォマティックス
　囲碁や将棋の世界では人工知能がトップ
プレイヤーを凌ぐほど実力をつけてきてい
ると盛んに報道されて注目を集めています。
実は材料科学の分野でも、機械学習やデー
タ科学を活用して有益な材料を効率よく開
発するための研究が始まっています。この
新しい研究分野のことをマテリアルズ・イン
フォマティックスと呼んでいます。しかしご
多分にもれず、この研究分野も米国が先行
しており、その発端はオバマ前大統領の政
権 時 代 に「Materials Genome Initiative」
と呼ばれる政策が開始された 2011年に遡
ります。新材料の開発を 2 倍に加速するこ
とを謳って巨額の予算が投入され、各研究
機関がしのぎを削って研究を進めています。

実際、いくつかの成功事例も報告されてい
ますが、今後、政権交代による影響がどのよ
うな形で現れるか、注視していく必要があり
そうです。
　さて、マテリアルズ・インフォマティック
スの概略について以下に説明してみましょ
う。いま所望の機能をもつ材料を探索する
ことを目標とします。まず初期候補となる材
料群の諸性質を収録したデータベースを構
築します。収録するデータは実験結果でも
よいのですが、大量のデータを取得するた
めに経験的なパラメタを必要としない第一
原理計算という数値計算手法を利用するこ
ともあります。次にデータベースに収録され
た情報を元にして、所望の機能を最適化す

る新たな候補材料を予測します。この段階
でデータ科学のどんな手法を用いるかに応
じて、いくつかの流儀が生じるわけです。そ
して新たに得られた候補材料の諸性質を
データベースに加え、予測精度の向上を図
ります。このような手順を繰り返して最適な
材料を効率よく見つけることができます。
　マテリアルズ・インフォマティックスはま
だ緒についたばかりの研究分野ですが、材
料開発に携わる研究者からの期待は大きく、
今後の進展がとても楽しみです。一方で、私
のような古いタイプの研究者にとっては、こ
れまでに自分が蓄積してきた知識が不要に
なるのではないかという一抹の不安や寂し
さも同時に感じています。 （白井 正文）

退職にあたって
（平成28年6月1日～平成29年5月1日現在）
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編集委員会

本号の表紙には、これまでと趣向を変えて、通研のシンボルマークのデザインの基になった
八木・宇田アンテナの実験装置の写真を採用しました。実機は通研本館の１階に展示されて
おります。また、今年の通研公開は片平まつりとともに 10/7、8 に開催いたします。アン
テナの実機の見学も含めてぜひ、通研にお越し下さい。 （H）

佐藤　茂雄（委員長）

北村　喜文
堀尾　喜彦
枦　修一郎
三森　康義
吉田　真人

平成29年度通研共同プロジェクト研究採択一覧
A タイプ（本研究所の施設・設備を使用して行う研究）：72 件

B タイプ（短期開催の研究会形式の研究）：41 件

S タイプ（組織間連携プロジェクト）：4 件

（※7 月 21 日締切りの追加募集分は除く）

研究項目 研究代表者 （所属）
プラズマ流中マルチスケール構造形成による新規反応場の開拓 安藤 晃 （東北大）
量子測定の物理と情報通信 枝松 圭一 （東北大）
固体中のスピン・ダイナミクスの物理と応用 松倉 文礼 （東北大）
無線通信端末性能への広帯域不要電波の影響評価法に関する研究 山口 正洋 （東北大）
脳内の並列情報処理 筒井 健一郎　 　（東北大）
高次元ニューラルネットワークにおける情報表現の最適化 廣瀬 明 （東京大）
酸化物表面の新機能創成とナノ・デバイスへの応用 廣瀬 文彦 （山形大）
メディア技術の高機能化に関する研究 青木 直史 （北海道大）
電荷とスピンの制御に基づく精密物性科学の構築とデバイス応用 小林 研介 （大阪大）
荷電現象がもたらす微粒子－流体混成系の多様性と機能性 酒井 道　　 （滋賀県立大）
視覚的な物体質感の認知メカニズムに関する研究 岡嶋 克典　 （横浜国立大）
人と空間と情報技術に関する研究 北村 喜文 （東北大）
数学の形式化への論理学的アプローチ 桜井 貴文 （千葉大）

産業的プログラミング言語開発とプログラミング言語基盤研究の技術融合 松本 行弘
（一般財団法人 Ruby アソシエーション）

マイクロ波およびレーザ応用合成開口レーダの実用化研究 近木 祐一郎　 （福岡工大）
HCI の特徴を活かした次世代型学術コミュニティの確立 坂本 大介 （北海道大）
磁気光学効果を利用した磁界計測システム 石山 和志 （東北大）
アジアにおける HCI 研究の活性化 北村 喜文 （東北大）
眼球運動を伴う視覚処理機構に関する研究 松宮 一道 （東北大）
化学センサを応用したマルチパラメータ測定デバイス研究 宮本 浩一郎　 　（東北大）
情報の質と価値を扱う科学技術の創造 村岡 裕明 （東北大）

研究項目 研究代表者 （所属）
大規模データ処理に基づく対話的知識創発を通じた共感計算機構 駒谷 和範 （大阪大）
コヒーレント波に基づく学際的先端科学技術の創成 三村 秀典 （静岡大）

研究項目 研究代表者 （所属）
ナノエレクトロニクスに関する連携研究 宇高 勝之 （早稲田大）
デザイン学に基づく電気通信システムの革新 椹木 哲夫 （京都大）

研究項目 研究代表者 （所属）
プラズマナノバイオ・医療の基盤確立 金子 俊郎 （東北大）
原子層制御プラズマ CVD を駆使した IV 族半導体量子ヘテロ構造形成と電子物性制御 櫻庭 政夫 （東北大）
オペランド顕微分光を用いた次世代デバイス研究 吹留 博一 （東北大）
量子情報通信のための革新的量子光源の開発 枝松 圭一 （東北大）
単一金属ナノ構造体の微細形状制御と光物性 片野 諭 （東北大）
位相雑音特性に着目した共鳴トンネル THz 信号源の研究 前澤 宏一 （富山大）
フルコヒーレントアクセス方式を実現するための光 - 無線周波数変換方式に関する研究 吉本 直人　 （千歳科技大）
M2M(Machine to machine) 伝搬環境改善のためのメタマテリアルおよびリフレ
クトアレー応用に関する研究 丸山 珠美 （函館高専）

生理指標に基づく SDN 型ネットワーキングシステムの実証的研究 小俣 昌樹 （山梨大）
自己身体情報が外部環境把握に与える影響に関する研究 寺本 渉 （熊本大）

モノーラル音の知覚と頭部伝達関数の関係に関する研究 森川 大輔
（北陸先端科技大学院大）

災害経験をかたりつぐ ICT に関する対話型・実践型研究 佐藤 翔輔 （東北大）
感覚情報間の同期性の判断がコンテンツの臨場感・迫真性に与える影響に関する検討 大谷 智子 （東京藝大）
話者映像が音声刺激の系列再生に及ぼす影響 大谷 智子 （東京藝大）
ファイバーネットワークを用いた地震・津波・地殻変動の計測技術に関する研究 新谷 昌人 （東京大）
脳型計算用ハードウェア技術 佐藤 茂雄 （東北大）
共生コンピューティングのためのマルチモーダル・エージェントフレームワークに関する研究 打矢 隆弘　 （名古屋工大）
多様化する情報ネットワークのための知識獲得・活用に関する研究 上田 浩 （京都大）
スマートコミュニティ構築のためのシステムアーキテクチャと基盤技術の開発 福田 晃 （九州大）

ユビキタスシステムの実世界導入に向けた実証的研究 荒川 豊
（奈良先端科技大学院大）

嗅覚を含むマルチモーダル情報処理過程に関する研究 坂井 信之 （東北大）
ナノスケール材料の相変化現象の探索と光電子デバイス応用 桑原 正史 （産総研）
フィールドプレート付 InGaAs HEMT を用いた電力増幅器高効率化の研究 楳田 洋太郎 （東京理科大）
Si-Ge 系ナノ構造制御による室温エレクトロルミネッセンス 宮崎 誠一 （名古屋大）
超伝導検出器と読出回路の高性能化に関する研究 石野 宏和 （岡山大）
半導体中の局在電子分極における局所電場効果に関する研究 三森 康義 （東北大）

キラルナノ導波路に結合される量子エミッター サッドグローブ・マーク・ポール
（東北大）

ブレインウェアのアーキテクチャの研究 加納 敏行
（日本電気株式会社中央研究所）

知的創造活動の支援ツール開発のための定量的評価指標の検討 上岡 玲子 （九州大）
人工知能技術を利用した音源分離システムの構築 小澤 賢司 （山梨大）
音声の感性情報から人間の認知・行動を制御する通信システムの研究 田中 章浩　（東京女子大）
視覚モデル構築のための協調的環境実現に関する研究 酒井 宏 （筑波大）
耐災害性・耐障害性の自律検証機能を有する広域分散プラットフォームの国際展開 柏崎 礼生 （大阪大）
グラフェンを中心とする二次元原子薄膜ヘテロ構造のテラヘルツ応用に関する日米
共同研究

ミティン ウラジミール
（ニューヨーク州立大）

スピン軌道相互作用の電気的制御による磁化・スピンダイナミクス操作に関する研究 好田 誠 （東北大）
逆磁歪効果を利用したアモルファス磁歪薄膜の磁気異方性誘導技術とその応用に関する研究 枦 修一郎 （東北大）
確率的誤差拡散を用いた高ダイナミックレンジ画像の表示技術 永井 岳大 （山形大）

研究項目 研究代表者 （所属）
デザイン学の手法に基づく 3 次元インタラクティブ技術の日常的なジェスチャを活
用したヒューマンコンピュータインタラクションへの応用 北村 喜文 （東北大）

超高精細全天映像と超高精細全天音声を使った超臨場感空間の再現 尾久土 正己 （和歌山大）

多数生体信号の分析により異常の予測と検索 チャクラボルティ ゴウタム
（岩手県立大）

次世代 IoT プラットフォームを支える知的ネットワークセキュリティ技術 永山 忍　　 （広島市立大）
磁性体 / 半導体ハイブリッド構造の形成とナノデバイスへの応用に関する研究 松倉 文礼 （東北大）
低損失フレキシブル・メタマテリアルの開発 内野 俊 （東北工大）
走査型非線形誘電率顕微法による層構造誘電デバイスの構造評価 小田川 裕之 （熊本高専）
超高感度核スピン計測で探るスピントロニクス材料のナノ物性 佐々木 進 （新潟大）
原子層物質を用いた高性能光電子集積デバイスの開発 加藤 俊顕 （東北大）

超伝導光子検出器アレイを用いた革新的光計測及び量子情報通信技術の開発 寺井 弘高
（情報通信研究機構所）

単結晶グラフェンのデバイス化の研究 永瀬 雅夫 （徳島大）
新 IV 族半導体ナノ構造の原子層制御とデバイス高性能化に関する研究 櫻庭 政夫 （東北大）
各種 high-k/Ge 構造において成膜後プロセスがもたらす効果の検討 岡本 浩 （弘前大）

Development of graphene based devices for terahertz applications ヤーヤ ムバラク メジアニ
（サマランカ大学）

Theoretical Study of Nonequilibrium Dynamics of Electrons and Plasmons in 
Two-Dimensional Electron Systems

スヴィンツォフ ドミトリー
（Moscow Institute of Physics and Technology）

QZSS 高精度位置・時刻情報を用いた Massive Connect IoT の研究 小熊 博 （富山高専）
ダイレクトディジタル RF 送受信機の研究 末松 憲治 （東北大）
深層学習を用いた 3 次元動作解析、生成の研究、および HCI への応用 幸村 琢（University of Edinburgh）
集団脳波に基づく視聴覚コンテンツ評価に関する研究 唐山 英明　 （富山県立大）
色名に関する文化差および個人差の研究 徳永 留美 （千葉大）
半導体微細加工と脂質二分子膜の機能融合に基づく高感度・高精度イオンチャネル
センシングの創成

手老 龍吾
（豊橋技術科学大）

屋外拡声システム開発のための音声了解度評価とその推定に関する研究 小林 洋介 （室蘭工大）
協調作業における視線情報の可視化 清川 清 （大阪大）
包囲型スピーカアレイと音空間レンダリングによるオブジェクトベース オーディオの試み 土屋 隆生 （同志社大）
非線形系・複雑系理論の実在非線形・複雑工学システムへの応用に関する研究 堀尾 喜彦 （東北大）
多感覚音空間知覚の時間特性に関する研究 本多 明生　 （山梨英和大）
Immersive experience of virtual auditory environment: investigating influence 
of physical parameters of height ambiences

KIM Sungyoung
（ロチェスター工科大）

Mind and environment interface: Human attention in the brain LI Jing-Ling  （中国医薬大）
The effect of attention on the integration of image components in the 
human visual system

CHEN Chien-Chung
（台湾大）

Social communication: behavioral and brain representations 曽 加蕙 （東北大）
人・機械連携型 IoT における次世代データ流通処理基盤 山口 弘純 （大阪大）
耳介の 3 次元形状と音響伝達特性の音源方位依存性に関する研究 伊藤 仁 （東北工大）

新世代 IoT プラットフォームの開発に関する研究 ザビル・サラウッディン・ムハマド・サリム
（鶴岡高専）

実世界に展開するソーシャルネットワーキングサービスの研究 山﨑 達也 （新潟大）
強磁場中で連続かつ低ヒステリシス特性を有する高周波キャリア型薄膜磁界センサ
の研究

中居 倫夫
（宮城県産業技術総合センター）

研究項目 研究代表者 （所属）
汎用超小型ジンバルの開発とそのアプリケーションの研究 末田 航　（シンガポール大）
高性能圧電材料の開発と通信・計測デバイスへの応用 梅村 晋一郎　　 （東北大）
磁性材料の微細構造の観察および制御を通じた次世代通信機器用磁気デバイスの研究 池田 愼治 （富山高専）

高効率エネルギー利用に資する半導体デバイスとその集積システムに関する研究 知京 豊裕
（物質・材料研究機構）

第一原理ナノ構造設計手法の開発 下司 雅章 （大阪大）
ナノ材料とシリコン技術の融合による新概念デバイスとその新概念情報処理応用に
関する研究 渡部 平司 （大阪大）

IoT 時代におけるスマートスペクトラムとその応用 藤井 威生　 （電気通信大）
無線 IoT を実現するための先端的高周波回路技術とそのシステム応用 伊藤 信之　 （岡山県立大）
光波とマイクロ波をシームレスに繋ぐフルコヒーレント通信・計測システムに関する研究 土田 英実 （産総研）
人の三次元的身体的な行動解析に基づいた空間型ユーザインタフェース 山本 豪志朗  （京都大）
インタラクティブコンテンツの新展開 北村 喜文 （東北大）
自己運動知覚を含む多感覚統合 櫻井 研三　 （東北学院大）
Search Science: an interdisciplinary endeavor 曽 加蕙 （東北大）
超並列計算を表現する宣言的な枠組の構築とそれを実現する言語の研究開発 大堀 淳 （東北大）
コトロジー創成：生き物の多様な行動を生み出すミニマルセットを探る 大須賀 公一　　 （大阪大）
新規固体デバイス・回路を用いた脳型コンピューティングに関する研究 深見 俊輔 （東北大）
セキュリティハードウェアの電磁波解析に関する研究 永田 真 （神戸大）
脳型 LSI とその応用 国際共同研究 羽生 貴弘 （東北大）
先端的ハードウェアセキュリティ技術に関する研究 本間 尚文 （東北大）

電磁情報セキュリティに関する研究 林 優一
（奈良先端科技大学院大）


